
 

 

 
 

私たち大人が経験から学んでいることを子どもたちに伝えたい 
 

校長 佐々木 義範 

  

令和５年度が始まりました。幼児児童生徒のみなさんも、保護者のみなさんも、職員も、職場や生活

の環境が大きく変わった人がたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。 

 私自身も、秋田市に単身赴任し、聴覚支援学校に勤務することになり、環境が大きく変化しました。

特に職場では、同職したことのない先生方が、２／３以上います。まだ、名前と顔が一致しません。書

類の取り扱い方、ごみの捨て方、会議の進め方などなど、前任校と異なり、一つ一つに戸惑いを感じて

います。先生方に一つ一つ教えていただき、なんとか覚え始めているところです。 

 「はじめてのことは、分からなくて当たり前」ということが、分かっていても 慣れた環境から慣れな

い環境に置かれると、ストレスが高くなります。子どもたちは、学校生活の中で様々ことを経験し、自

立に向かって成長していくわけですが、私たち大人にとってこのような「当たり前のこと」を認識でき

ていないために、大きくつまずくことがあるのではないかと思います。 

 「はじめてのことは、分からなくて当たり前」「分からないことは、自分で考えるより教えてもらおう」

「教えてもらうことが、職場のみんなとのよい関係を作る」「大勢の人がいれば、相性のよくない人がい

る場合もある」「相性のよくない人とは、すこし距離をおいて付き合ってみよう」「時間がたつと、苦手

な人とも少しずつ関係性の距離は近くなるよ」などなど・・。これらは、家庭でも学校でも意外と話題

にしにくいものですが、実は、自立するためには、とても大切なことなのではないかと考えています。 

 将来の自立を目指し、夢や希望に向かって努力することはもちろん大切ですが、それとともに、私た

ちの身の回りにある、大人にとって「当たり前のこと」を学校生活の場面に応じて、しっかりと言葉に

して伝えていきたいと思います。ご家庭でも話題にしてみてはいかがでしょうか。 

 令和５年度も、秋田県立聴覚支援学校をどうぞよろしくお願いします。 

 

＜令和５年度 進路関係行事予定＞ 

月 行事予定 月 行事予定 

４
月 

進路希望調査回収 

進路学習オリエンテーション（高） 

面談週間 

10 

月 

卒業生サロン（学習発表会） 

大学入試共通テスト出願 

５
月 

卒業生サロン（運動会） 

会社見学会（高） 職業ガイダンス（高） 

11 
月 

職場体験（中） 

 

６ 
月 

作業学習週間（中３） 

実習週間（高） 求職登録（高３、専２） 

12 

月 

体験発表会（中） 

先輩と語る会（高） 就労促進フェア 

７ 
月 

就職活動解禁（高３） 実習報告会（高） 

障害者技能競技大会・職業教育フェスティバル 

１ 
月 

大学入試共通テスト 

８ 
月 

職場実習（高） ２ 
月 

私立大学入試、国公立大学二次試験 

きらめき就職面接会② 面談週間 

９ 
月 

きらめき就職面接会① 

入社試験、公務員試験等 面談週間 

３ 
月 

同窓会入会式 

進路希望調査配付 
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＜令和４年度卒業生 進路状況＞ 

氏名 学部 進路先 内容 

Ｓさん 高等部 普通科 
神奈川県障害者職業能力開発校 

機械系 総合ＣＡＤコース 

寮生活をしながらＣＡＤ（設計図面を作成す

るソフト）等について学んでいます。 

Ｆさん 高等部 普通科 
筑波技術大学 総合デザイン学科 

（茨城県） 

聴覚障害者のための大学でデザイ

ンについて学んでいます。 

Ｈさん 
高等部 

産業技術科 

本校高等部専攻科 産業技術科 

生活デザインコース 

寄宿舎生活をしながら職業に関する基

礎的・基本的な内容を学んでいます。 

Ｊさん 
高等部 

情報デザイン科 
トヨタ自動車（愛知県） 

寮生活をしながら生産関係職の仕

事を頑張っています。 

Ｎさん 
高等部 

情報デザイン科 

本校高等部専攻科 情報デザイン科 

印刷デザインＡコース 

パソコンを使用した各種技能につ

いて学んでいます。 

Ｈさん 
高等部 

産業技術科 
ニューロング工業（大館市） 

部品加工の仕事を頑張っています。

家から車通勤をしています。 

Ａさん 
高等部専攻科 

産業技術科 
秋田マテリアル（にかほ市） 

リサイクルの仕事を頑張っていま

す。家から車通勤をしています。 

 

＜スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）相談会について＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ＳＳＷって何をする人？ 

皆さんが安心して学校生活を送れるように、さら

にはよりよい形で卒業につながるように、困って

いることや心配なことを解決・改善する 

ためのお手伝いをします。 

相談内容が外部に漏れることはありません。 

★ＳＳＷとは？ 

国家資格（精神保健福祉士、社会 

福祉士）を保有し、福祉の専門職 

として「環境」に働き掛けていき 

ます。本校では聴覚障害ＳＳＷの 

対応も可能です。 

★ＳＳＷの活用方法 

・対象は？→児童生徒、職員、保護者、卒業生 

・相談したいときは？→皆さんが一番相談しやすい先生（担任、養護教諭、顧問 

の先生など）にＳＳＷに相談したいと伝えてください。 

・いつ相談できる？→随時、受付しています。 

また、カウンセリング体験の場も設けています。 

発行内容・お問い合わせについて 

「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしていきま

す。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（秋田県立聴覚支援学校ホームページ＞情報ひろば＞進路だより） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に教頭、主事、担任、進

路指導部員にお話ください。 
 

令和５年度進路指導部員：幡宮 明（進路指導主事）  会場 一幸（進路指導部副主任） 

加藤 美鈴  佐々木 寿子  菅原 玉樹 


